
○台風とは
　熱帯の海上で発生する『熱帯低気圧』のうち、北西太平洋または南シナ海
に存在し、中心付近の最大風速がおよそ1７ｍ／秒を超えるものをいいます。
アメリカのハリケーンやインド洋のサイクロンも、台風と同じ性質を持った
熱帯低気圧です。
　台風の寿命は、短いものから長いものまで台風によってさまざまですが、
平均すると ５日間くらいです。
　台風の一生は、①発生期（最大風速が1７.２m/秒を超えて「台風」と呼ば
れるまで）、②発達期（中心の気圧が下がり続ける）、③最盛期（中心の眼が
はっきりしてくる）、④衰弱期（気圧が上がり温帯低気圧や熱帯低気圧に変
わる）の ４つに分けられます。
　一番多く発生するのは 8月、次いで ９月、
７月の順で、特に ９月に発生する台風は強い
ものが多く、進路や強さのちょっとした違い
によって被害が大きく左右されるため、テレ
ビやラジオ、インターネットなどで常に新し
い情報を入手することが大切です。

○集中豪雨とは
　短い時間内に狭い範囲で集中して多量の雨が降ることをいいます。
　特に梅雨期の終わり頃の前線が停滞しているとき、台風が接近していると
きや上陸したとき、大気の状態が不安定で雷雲が発生するときなどは、注意
が必要です。
　非常に強い雨が、同じ場所で何時間も降り続くと、河川の増水や氾濫、家
屋への浸水、土砂崩れやがけ崩れの発生など、大きな災害となります。
　予報が困難であり、警報や注意報が急に出されることもあるので、最新の
気象情報をよくチェックしておきましょう。

○高潮とは
　台風や発達した低気圧の影響により、海水面が異常に高くなる現象をいい
ます。海面の高さは、潮の干満によって変化し、満潮時で大潮のときに台風
がぶつかった場合は、潮位はさらに高くなり大きな波が打ち寄せます。
　気圧が 1 hpa（ヘクトパスカル）下がるごとに海面は約 1 cm高くなります。
例えば、1,000hpaのところで、中心気圧９５0hpaの台風が接近してくると、
５0hpaの差、つまり海面が５0cm上昇すると考えなければなりません。
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風水害 
地震・津波だけじゃない！
台風や大雨も大きな災害に
つながる可能性あり

　 　津 波
大きな地震のあとは
津波にも注意！
ただちにより高い場所へ避難を

　 　

○津波のしくみ
　海底下で大きな地震が発生すると、断層運動により海底が隆起もしくは沈
降します。これに伴って海面が変動し、大きな波となって四方八方に伝播す
るものが津波です。地震以外にも、火山噴火や沿岸の山崩れ、海底地すべり
によって津波が発生することがあります。

○津波警報・注意報
　津波による災害の発生が予想される場合には、地震発生後、約 3分で大津
波警報、津波警報または津波注意報が気象庁より発表されます。その後、
「予想される津波の高さ」、「津波の到達予想時刻」等の情報が発表されます。
　マグニチュード 8を超える巨大地震の場合は、正しい地震の規模をすぐに
は把握できないため、その海域における最大級の津波を想定して、「巨大」、
「高い」という言葉で津波の高さを表現し、非常事態であることが伝えられ
ます。
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予想される津波の高さ
想定される被害 とるべき行動

発表される値 巨大地震の
場合の発表

大
津
波
警
報

10m超
（10m＜高さ）

巨大
木造家屋が全壊・流
失し、人は津波によ
る流れに巻き込まれ
る。

沿岸部や川沿いにいる人
は、ただちに高台や避難
ビルなど安全な場所へ避
難してください。津波
は繰り返し襲ってくるの
で、津波警報が解除され
るまで安全な場所から離
れないでください。

「ここなら安心」と思わ
ず、より高い場所を目指
して避難しましょう！

10m
（ ５m＜高さ≦10m）

５ m
（ 3m＜高さ≦ ５m）

津
波
警
報

3 m
（ 1 m＜高さ≦ 3m） 高い

標高の低いところで
は津波が襲い、浸水
被害が発生する。人
は津波による流れに
巻き込まれる。

津
波
注
意
報

1 m
（２0cm＜高さ≦ 1m） （表記しない）

海の中では人は速い
流れに巻き込まれ
る。養殖いかだが流
失し小型船舶が転覆
する。

海の中にいる人は、ただ
ちに海から上がって、海
岸から離れてください。
津波注意報が解除される
まで海に入ったり海岸に
近付いたりしないでくだ
さい。

参考：気象庁ホームページ


